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使用材料・道具 
・こより用和紙  楮こうぞ100％の和紙：厚 15g/㎡程度（薄美濃紙、石せき州しゅう半紙など） 
幅 2cm 長さ 20cm程度 
・綴じ針     ふとん針や製本用綴じ針 
・綴じ糸     絹糸（太白たいはく：太く白い絹糸の意）。 
糸の太さは「（細）イ、ロ、ハ、ニ（太）」とあり、 
今回は「ロ」を使用。長さは、本の天地の３倍半程度必要。 
和綴じ本は太糸 1本どり、漢籍は細糸 2本どりが多い。 





















































        
①こよりは和紙の対角線と同じ長さに 
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                                 実習テキスト① 
 
1-2 下綴じの綴じ方 （分かりやすいように青いこよりを使っています） 
 
        
①こよりの両端を中綴じの穴２か所に通す。    ②下からこよりを引っ張る。 
穴に通りにくければ、端を斜めに切って 
尖らせると通りやすい。 
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2-1 綴じ糸の下ごしらえ  
下図のように糸を針に固定すると、綴じている間に糸が針から抜けることがなく、 
作業しやすい。 
        
                         
①針穴に糸を通し、一方の糸先を          ②糸が針穴に固定される。 
 2か所針に刺す。もう一方の糸先を         もう一方の糸先を玉止めする。 
矢印の方向に引く。 
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実習テキスト① 
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実習テキスト① 
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(中性紙が望ましい)   
♦紐(綿テープ)  ♦不織布テープ 
 
道具 

























                  
                                        資料の天地の 2.5倍くらい 
                          
 
 






     
 















































     
 







    





































     
 
 4 / 4              実習テキスト② 
 
 
簡易帙の作り方について 
 
① 使用する紙の厚さに決まりはありません。目的に応じた厚さの紙を選びましょう。 
② 今回は資料を紙に直接当てて作業しましたが、傷んでいる資料や貴重な資料は、何度も資料
に触らずに、最初にサイズをはかってそのサイズを元に作業した方が良いでしょう。 
③ 資料に最初に触れる部分（工程⑥図の 1の部分）を、資料全面を覆う長さにして、三角の折
り返しも資料に当たらないよう外側へ折り返します。こうすると資料に当たる面がフラット
になり、より安心です。 
④ 簡単に済ませる場合は、紐は貼らずに巻きつけて結ぶだけでも良いでしょう。または表紙の
折り返しを余分に取り、裏まで包んで紐は使わない方法でも良いです。 
 
 
簡易帙の使い方について 
 
① 傷んだ資料は、薄様紙に包んでから、簡易帙に入れるようにすると良いでしょう。 
② 背や表紙にはタイトルや注意事項を書き込むことができます。 
③ 紐を縦結びにすると、書架に並べたときに結んだ部分が隣の資料にぶつかりません。 
 
 
